
昭和 46年 6月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「当って砕けて」 

大工惣太(東光男） 左官弥助(長谷川稔） 町人源三（山田光夫） 丁稚(岡田

和子） 浪人風の男(堀那津夫） 浪人椿五十郎(守田秀郎） 弥助の女房おりき

（石島康代） 門弟川瀬(萩清二） 浪人桜京九郎(三井康弘） 同橘現八(金乃

成樹） 同桔梗一剣(槇宏樹） 道場主おさん（滝見すが子） その姉娘美乃（寺

前浅子） 同妹娘信乃(月城小夜子） 門弟花房清三郎(中川雅夫） 同再森辰

馬(国富論） 女中おしも（松上美代子） 小間物屋新之助(大日方満） 新之助

の女房かめ（藤枝美紀子） 似顔絵売り(沢田光生） 武蔵一家の親分熊九郎

(伴心平） 子分大熊(喜多康樹） 同中熊(新田秀三） 同小熊(井川類） 野菜

売りの女(箕土路瞳） 宮本武蔵(尾形桃太郎） 門弟(徳永興司・設楽英重・松

本伸一・街裕二） 熊九郎の子分（服部直美・米座真弥・寺田裕・日吹現） 町

の娘(原洋子・紫光代・真山京子・朋良） 町の男(香住昭一郎・一本松明・丹波

八郎・山梨浩一・高木博光） 

 

「雨だれ太鼓」 

蝶司六の女房おりょう（酒井光子） 孫太郎虫売り(沢田光生） 左官八助(伴心

平） 弟子長吉(金乃成樹） 手伝い六造(国富論） 八助の娘お竹(箕土路瞳） 

廻り髪結い吉蔵(中川雅夫） 太鼓持蝶家蝶司六（藤山寛美） その子仙吉(江

副公彦） 付馬屋たこ常（長谷川稔） 太鼓持蝶家花蝶(八木五文楽） 近江屋

手代清次郎(小島秀哉） 竿竹売り(尾形桃太郎） 太鼓持蝶家蝶兵衛(花和幸

助） 芸者小しん（曽我廼家鶴蝶） 太鼓持ぴん助(喜多康樹） 芸者竹八(大津

十詩子） 同米六(四条栄美） 同蝶平(大井敬子） 同蝶吉（御陵多栄子） 玉

清の女将お武(石河薫） 仲居おきん（大路美也子） 同おはつ（松上美代子） 

同おこう（佐久良国子） 両替屋近江屋百之助(東光男） 町内役人三右衛門

(三井康弘） 同豊太郎(尾形桃太郎） 岡っ引き才五郎(守田秀郎） 番太郎(新

田秀三） 下っ引き甲(山田光夫） 同乙(沢田光生） 同心加田三四郎(大日方

満） 町内役人総九郎(井川類） 医者市島宗桂(槇宏樹） 岡っ引き幸助(萩清

二） 葬式人足(山梨浩一・高木博光・徳永興司・設楽英重） 僧侶（日吹現） 

商家の番頭風の男(堀那津夫） 御用聞き(松本伸一） 朝風呂の男(服部直美） 

朝詣りの老人(黒木竜也） 長屋の人(香住昭一郎・一本松明・米座真弥・寺田

裕） 同女(岡田和子・紫光代・原洋子・徳田妙子・野口エミ） 町人（街裕二）  

 



「笑説 水戸黄門」 

役人石坂伝蔵(守田秀郎） 同岡村常之助(金乃成樹） 船頭丑三(長谷川稔） 

仲仕寅吉(沢田光生） 手代惣七(山田光夫） 同仙吉(国富論) 店の者多助(井

川類） 廻船問屋いろは屋藤右ヱ門(花和幸助） 同女房おさえ（酒井光子） 同

番頭藤助(八木五文楽） 同女子おこん（大津十詩子） 同おはな（月城小夜子） 

同娘お千代(四条栄美） 水戸黄門(千葉蝶三朗） 助さん（小島秀哉） 格さん

（小島慶四郎） 宿屋女中おまち（石島康代） 船頭讃岐の島蔵(藤山寛美） 和

泉屋若旦那宗之助(中川雅夫） 奉行羽間安房守(伴心平） 腰元千鳥(御陵多

栄子） 同小百合(松上美代子） 同紅梅(寺前浅子） 同千草(紫光代） 小姓采

子(箕土路瞳） 女役者市川九女三(藤枝美紀子） 同市川花紅(大路美也子） 

同市川弥生(大井敬子） 同市川友絵(佐久良国子） 安房守の姉八重(石河薫） 

同妻錦(滝見すが子） 羽間家の仲間九助(尾形桃太郎） 同八造(槇宏樹） 烏

山城主生駒播磨守(大日方満） 家老飯村主膳(東光男） 虚無僧(一本松明） 

町の職人(香住昭一郎） 同男(丹波八郎） 同娘(岡田和子） 同女(朋良・真山

京子・野口エミ） 子守(原洋子） 鳥追女(徳田妙子） 供侍(萩清二・堀那津夫・

黒木竜也・日吹現・山梨浩一・高木博光・徳永興司・設楽英重・新田秀三・服部

直美・松本伸一・街裕二・米座真弥・寺田裕） 他に、供侍、町の男女、奴、など

多ぜい 

 

 

夜の部 

「雨と女と野郎たち」 

浪人津田玄一郎(守田秀郎） 三下やくざ権次(小島慶四郎） 玄一郎の妻さよ

（滝見すが子） 手代風の男友吉(大日方満） 黒鬼一家の娘光(御陵多栄子） 

同やくざA(金乃成樹） 同B(国富論） 同C(新田秀三） 同D(井川類） 同E(服

部直美） 同 F(米座真弥） 役人村上(長谷川稔） 同岡倉（三井康弘） 茶店の

亭主佐平(八木五文楽） 同娘しず（大井敬子） 川越人足 A(東光男） 同 B(沢

田光生） 同 C(堀那津夫） 同 D(萩清二） 同 E(黒木竜也） 同 F(槇宏樹） 夢

に出てくる男(尾形桃太郎） 旅の若い夫伊助(喜多康樹） 同妻きぬ（大路美也

子） 旅の武士A(中川雅夫） 同B(山田光夫） 女スリおせん（藤枝美紀子） 川

越人足(香住昭一郎・一本松明・丹波八郎） 旅の娘 A(月城小夜子） 同 B(寺

前浅子） 同 C（箕土路瞳） 同(岡田和子・紫光代・原洋子）  

 

「上州土産百両首」 

若い行商 友造(中川雅夫） その女房お末(松上美代子） 十文屋女中おしも

（岡田和子） すっぽんの興吉(伴心平） その女房おもん（曽我廼家鶴蝶） み



ぐるみ三次(金乃成樹） 目明し辰造(大日方満） 子分太助（山田光夫） 町の

男甲吉(新田秀三） 板場の正太(小島秀哉） ドヂの牙次郎(藤山寛美） 上州

屋の金太(長谷川稔） その女房お甲(石島康代） 商人上総屋(東光男） 芸者

玉勇(御陵多栄子） 同友次(大井敬子） たつみ屋女中おとし（大路美也子

〈 同おせき（佐久良国子） 同おきく（滝見すが子） たつみ屋女房おしの（酒

井光子） 同主人宇兵衛（花和幸助） 同娘おはる（四条栄美） 板前１（香住昭

一郎） 同２（一本松明） 同３（丹波八郎） 瓦版売幸吉（沢田光生） 町人甲

（井川類） 町娘甲（岡田和子） 町人乙（山田光夫） 下女おたね（箕土路瞳） 

子分浅次（八木五文楽） 同松太郎（三井康弘） 同音松（喜多康樹） 同猪之

助（国富論） 同助三（尾形桃太郎） 同権六（槇宏樹） 勘次の娘おせい（大津

十詩子） 勘次の女房おしん（石河薫） 町娘乙（紫光代） 同丙（原洋子） 他

に、旅の男女、男の人、捕方多ぜい 

 

「祇園夜話」 

踊る芸妓静奴(大路美也子） 同種花(佐久良国子） 同小菊(真山京子） 同ぽ

んた（朋良） 踊る小原女お袖(大井敬子） 同おとき（松上美代子） 同（徳田妙

子・野口エミ） 染物屋の若旦那陽二郎(藤山寛美） 舞妓清香(月城小夜子・寺

前浅子） 流し梅之助(三井康弘） 同小政(大日方満） 同照也(喜多康樹） 宮

大工新吉(小島秀哉） 仲居おます（石島康代） 女将おみつ（石河薫） 芸妓千

代葉（曽我廼家鶴蝶） 同市勇(藤枝美紀子）」 同芳君(紫光代） 板前松造(守

田秀郎） 同幸吉(国富論） 番頭伊助(千葉蝶三朗） 陽二郎の姉お甲(酒井光

子） 手代仙吉(槇宏樹） 新吉の仲間辰三(小島慶四郎）  

 


